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が
出
る
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
街
区
公
園
は
プ
ロ

セ
ス
が
重
要
で
す
。
最
も
身
近
な

公
共
施
設
と
し
て
住
民
参
加
を
前

提
に
し
た
設
計
シ
ス
テ
ム
の
積
極

的
な
提
案
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
の
よ
う
に
「
一

枚
の
設
計
図
」
で
自
分
の
考
え
を

相
手
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
第
一

に
「
主
題
を
明
確
に
す
る
」、
第
二

に
「
解
り
易
く
表
現
す
る
」
こ
と

が
要
点
と
な
る
。
今
回
の
傾
向
と

課
題
は
次
の
と
お
り
。

〈
傾
向
〉
実
生
活
に
縁
の
少
な

い
灯
籠
や
蹲
踞
が
減
少
し
、
自
然

や
草
花
等
自
分
の
想
い
を
取
り
込

ん
だ
作
品
が
増
加
、
色
鉛
筆
、
絵

の
具
、
マ
ー
カ
ー
な
ど
を
効
果
的

に
駆
使
し
た
表
現
力
豊
か
な
図
面

の
増
加
が
目
立
っ
た
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
協
会
長
賞
も
特
に
設
計
者

に
欠
か
せ
な
い
「
作
図
力
」
の
高

（社）ランドスケープコンサルタンツ協会長賞
大学生の部　住宅庭園部門入選　茂木　小百合 南九州大学

主庭と前庭を塀で区分し、人に見せる空間とプライベートの空間を分けた。訪問者が気軽に訪れ
られる開放的な感じから、アプローチに門を造らず、主庭は部屋の一部と考え、住民が落ち着くよ
う配慮した。全体に黒色の石材を用いることにより、デザインのアクセントとなるようにした。

平
成
15
年
度
実
施
の
高
等
学
校

学
習
指
導
要
領
の
教
科
「
農
業
」

の
目
標
に
倣
っ
て
、
造
園
分
野
の

教
育
目
標
を
表
現
す
る
と
「
造
園

の
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、
造

園
の
役
割
を
理
解
さ
せ
、
造
園
の

充
実
を
図
る
創
造
的
、
実
践
的
な

能
力
と
態
度
を
育
て
る
」
と
な
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
目
標
を
達
成
す

る
に
は
、
作
庭
、
製
図
、
デ
ザ
イ

ン
等
の
実
際
的
、
体
験
的
な
学
習

の
充
実
が
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

本
年
も
、
各
学
校
で
充
実
し
た

造
園
デ
ザ
イ
ン
や
作
庭
の
実
習
が

展
開
さ
れ
、
そ
こ
を
通
し
て
生
ま

れ
た
、
緻
密
で
創
造
性
に
富
ん
だ

214
点
の
高
校
生
の
作
品
が
本
コ
ン

げ
、
今
後
も
造
園
デ
ザ
イ
ン
技
術

の
向
上
に
ご
研
鑽
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

快
適
性
の
高
い
生
活
空
間
を
創

造
す
る
こ
と
は
、
造
園
技
術
者
の

使
命
で
あ
り
、
環
境
の
世
紀
と
云

わ
れ
る
21
世
紀
で
は
、
増
々
重
要

性
が
高
ま
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
て
今
年
度
の
作

品
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

こ
こ
何
年
か
の
傾
向
で
は
あ
る

が
、
花
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
条

件
に
し
た
自
由
課
題
部
門
の
応
募

者
数
が
少
な
い
。
今
年
度
は
入
選
、

佳
作
と
も
に
該
当
す
る
作
品
が
出

な
か
っ
た
。
花
の
利
用
は
年
々
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の
で
、

花
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
是
非

考
え
て
欲
し
い
と
思
う
。

こ
の
２
〜
３
年
彩
色
技
術
が
向

上
し
、
今
年
は
全
体
を
通
し
て
レ

ベ
ル
が
上
達
し
た
。
平
面
図
、
ス

ケ
ッ
チ
図
の
彩
色
の
上
手
な
作
品

は
、
大
変
理
解
し
や
す
い
。

作
品
制
作
で
改
善
し
た
い
点
と

し
て
、
①
樹
木
の
表
示
で
針
葉
樹

と
落
葉
樹
の
区
別
が
不
十
分
な
作

品
が
多
々
あ
る
こ
と
、
②
住
宅
庭

園
で
住
宅
の
部
屋
名
の
記
載
が
な

く
、
庭
園
と
の
関
係
を
十
分
に
説

明
で
き
て
い
な
い
作
品
が
多
数
あ

っ
た
こ
と
、
③
住
宅
庭
園
、
街
区

庭
園
と
も
周
辺
状
況
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
作
品
が
多
い
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
樹
木
表
示
、
部
屋
名
、

周
辺
状
況
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
作

品
の
適
切
さ
を
判
断
す
る
重
要
な

情
報
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
善
で

造
園
デ
ザ
イ
ン
技
術
は
さ
ら
に
よ

い
も
の
に
な
る
。

今
年
度
の
応
募
作
品
総
数
は
357

点
で
あ
っ
た
。
審
査
で
は
、
住
宅

庭
園
、
街
区
公
園
、
自
由
課
題
、

作
庭
実
習
作
品
の
４
部
門
別
に
作

品
一
つ
ひ
と
つ
を
吟
味
し
、
入
選

作
品
17
点
と
佳
作
13
点
を
選
ん
だ
。

入
選
、
佳
作
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
は
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

ク
ー
ル
に
届
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
加
茂
農
林
高
校
の

若
尾
友
之
さ
ん
の
「
中
山
道
太
田

宿
旧
小
松
屋
庭
園
」
は
、
周
囲
の

自
然
環
境
を
生
か
し
た
風
情
の
あ

る
茶
庭
に
仕
上
げ
ら
れ
、
プ
ロ
顔

負
け
の
庭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

宇
部
西
高
校
の
有
吉
加
陽
子
さ
ん

の
作
品
は
、
水
遊
び
の
場
、
く
つ

ろ
げ
る
斜
面
、
散
歩
道
な
ど
を
配

し
、
市
民
交
流
の
拠
点
に
し
た
い

と
い
う
創
作
意
図
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

本
年
の
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

は
、
応
募
数
10
点
、
２
部
門
で
４

作
品
の
入
選
を
果
た
す
と
と
も
に
、

日
本
造
園
建
設
業
協
会
長
賞
と
全

国
高
等
学
校
造
園
教
育
研
究
協
議

会
長
賞
を
受
賞
、
専
門
家
顔
負
け

の
作
庭
等
を
指
摘
さ
れ
た
岐
阜
県

加
茂
農
林
高
校
が
獲
得
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
各
学
校
が
充
実
し

た
造
園
実
習
を
実
施
し
、
生
徒
の

可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

我
々
が
21
世
紀
初
頭
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
環
境
、
高

齢
化
と
循
環
型
社
会
の
構
築
が
緊

急
課
題
で
す
。
私
達
は
様
々
な
負

の
遺
産
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

造
園
デ
ザ
イ
ン
は
社
会
性
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
視

点
で
今
回
は
審
査
し
ま
し
た
。

全
般
的
に
技
術
の
向
上
が
伺
え

ま
し
た
が
、
計
画
条
件
が
図
面
の

中
に
も
っ
と
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
庭
園
部
門
は
日

本
の
伝
統
的
な
作
品
が
多
か
っ
た

こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
将

来
の
設
計
者
と
し
て
育
つ
こ
と
が

楽
し
み
な
作
品
が
あ
り
、
生
活
感

審 査 委 員
委員長
油井　正昭（千葉大学教授）

委　員
佐野　　明（文部科学省初等中等教育局参事官付教科調査官）

成家　次男（^日本造園建設業協会技術施工委員長）

細谷　恒夫（^ランドスケープコンサルタンツ協会参与）

山本　紀久（^ランドスケープコンサルタンツ協会参与）

佐藤　岳三（^日本造園建設業協会技術副委員長）

小板橋二三男（全国高等学校造園教育研究協議会理事長）

西山　俊雄（全国高等学校造園教育研究協議会副理事長）

さ
を
評
価
し
た
。

〈
課
題
〉「
水
」
の
扱
い
は
大
切

で
難
し
い
。
水
源
、
水
面
の
形
と

周
辺
の
地
形
、
護
岸
の
タ
イ
プ
、

水
辺
の
植
物
、
管
理
の
前
提
、
な

ど
の
実
態
を
具
体
的
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
は
少
し
ば
か
り
辛
口
の
評

を
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
デ
ザ
イ

ン
す
る
べ
き
“
も
の
”
の
意
味
の

理
解
（
思
考
）
と
目
線
の
重
要
さ

（
３
面
に
続
く
）

平
成
13
年
度
第
28
回
全
国
造
園
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
は
１
月
28
日
（
金
）、
東
京
都
立
農
業
高
等
学
校
神
代
農
場
で
行
わ
れ
た
。
応
募
総
数
は
357
点
。
一
般
、
大
学
生
、
高
校
生

各
部
の
「
住
宅
庭
園
」、「
街
区
公
園
」、「
自
由
課
題
」、
さ
ら
に
高
校
生
に
限
り
設
け
ら
れ
て
い
る
「
作
庭
実
習
作
品
」
の
課
題
別
に
審
査
し
、
入
選
、
佳
作
、
奨
学
の
３
賞
を
定
め
た
。
次

に
、
入
選
作
品
の
全
作
品
の
中
か
ら
総
合
的
に
最
も
優
れ
た
作
品
と
し
て
「
6
日
本
造
園
建
設
業
協
会
長
賞
」、
全
作
品
の
中
で
、
着
眼
、
デ
ザ
イ
ン
等
の
最
も
優
れ
た
作
品
と
し
て
「
6
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
長
賞
」、
ま
た
、
高
校
生
の
部
で
最
も
優
れ
た
作
品
と
し
て
「
全
国
高
等
学
校
造
園
教
育
研
究
協
議
会
長
賞
」
を
選
ん
だ
。
さ
ら
に
、
最
も
指
導
力
の

優
れ
た
高
等
学
校
に
対
す
る
「
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」
を
選
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
入
賞
者
並
び
に
審
査
結
果
は
別
記
の
通
り
。

造
園

重
要
に

針葉・落葉の区別と周辺状況の記載に改善を

講　評

●
山
本
　
紀
久
委
員
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佐
野
　
明
委
員

●
細
谷
　
恒
夫
委
員

●
油
井
　
正
昭
委
員
長

大学生の部　街区公園部門入選　佐近　洋美 東京農業大学短期大学
計画住宅用地に囲まれ、他に総合公園等の多機能を備えた公園が点在、人通り
が多いことなどに配慮、「人が集まる空間＝広場」をテーマとするものの、個々の
時間を重要視する傾向もあり、パブリックとパーソナルが共存するつくりとした。

大学生の部 住宅庭園部門入選 永原　弘美 テクノ・ホルティ園芸専門学校
ビオトープの要素を盛り込んだ自然風の庭。実のなる木や宿根草複層のボーダー
ガーデン、水場とそこからの流れ、ひょうたん池、これらが作り出すさまざまな環
境が、小さな生き物たちに住み家や食事を提供する。

一般の部　住宅庭園部門入選　船坂　正広 （株）山久
コンセプトは「マイガーデン」。斬新、奇抜といった発想からのアイデアではな
く、素朴、繊細、いかに住まう人が楽しく、動きやすく、使いやすい空間をシュ
ミレーション、プレゼントできるかを今回一番に考えて、デザインした。

●
佐
藤
岳
三
委
員

ま
す

ま
す


